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幸
福
感
を
感
じ
る
子
ど
も
期
を

地
域
・
学
校
・
家
庭
で

校
門
の
内
と
外
で
の
実
践
―
半
世
紀
で
学
ん
だ
も
の

彩
の
国
子
ど
も
・
若
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
白
鳥 

勲

え
る
具
体
的
な
取
り
組
み
で
す
。

②　

�

授
業
、
学
習
を
な
に
よ
り
大
切
に
す
る
。
新

た
な
知
識
、
問
題
を
解
い
た
時
の
「
わ
か
る

快
感
」、
学
び
の
中
で
世
界
が
広
が
る
、・
知

る
こ
と
で
景
色
が
変
わ
る
よ
う
な
学
習
で

す
。�

③　

�

仲
間
の
中
で
支
え
合
う
集
団
づ
く
り
。「
新

自
由
主
義
」
に
よ
る
競
争
と
管
理
の
中
で
、

奪
わ
れ
て
き
た
「
連
帯
す
る
心
と
技
術
」
を

回
復
す
る
た
め
の
仲
間
づ
く
り
で
す
。�

④　

�

モ
デ
ル
と
な
る
大
人
の
存
在
。
子
ど
も
た
ち

が
生
き
る
上
で
の
モ
デ
ル
と
な
る
の
は
、
身

近
に
接
し
て
い
る
大
人
の
言
動
で
す
。
子
ど

も
の
人
格
を
尊
重
し
、
敬
意
を
も
っ
て
接
す

る
付
き
合
い
方
を
意
識
的
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

子
ど
も
期
を
過
ご
し
「
人
格
」
を
形
成
し
て
ゆ
く

の
か
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
が

自
ら
の
潜
在
能
力
を
育
み
、
仲
間
た
ち
と
支
え
あ

い
、
平
和
と
民
主
主
義
を
大
切
に
す
る
「
人
格
」

を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
と

毎
日
接
す
る
家
族
、
地
域
、
学
校
な
ど
大
人
た
ち

の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
せ
ん
。
こ
れ
が
、

私
の
こ
れ
ま
で
の
教
員
生
活
、
そ
の
後
の
「
生
活

困
窮
世
帯
へ
の
学
習
・
生
活
支
援
」
事
業
活
動
に

お
け
る
中
心
的
な
問
題
意
識
で
す
。
半
世
紀
に
わ

た
る
校
門
の
内
と
外
で
の
実
践
で
意
識
的
に
取
り

組
ん
だ
中
身
は
次
の
４
つ
で
す
。

①　

�

大
人
か
ら
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
。
子
ど
も
自

身
が
「
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
識

を
も
て
る
よ
う
な
対
話
、
願
い
や
思
い
に
応

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

「
幸
福
度
」
を
高
め
る
た
め
に

　　

地
域
社
会
の
住
み
や
す
さ
、
豊
か
さ
、
優
し
さ
、

健
全
度
の
指
標
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
幸
福
度
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
大
人
た
ち
か
ら
温
も
り
あ
る
眼

差
し
で
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
「
天
真
爛
漫
で
粗
野
な
」
子
ど
も
期
を
過
ご
し

て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

子
ど
も
の
生
活
満
足
度
調
査
で
先
進
国
38
カ
国

中
37
位
、
不
登
校
20
万
人
、
虐
待
通
告
20
万
件
超

え
、
青
少
年
の
死
因
の
一
位
は
自
死
な
ど
、
日
本

の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱

え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
地
域
や
学
校
、
家
庭
の
中
で
ど
の
よ
う
な
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こ
れ
が
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
の
中
で
考

え
て
き
た
子
ど
も
の
「
幸
福
度
」
を
高
め
る
内
容

で
す
。

校
門
の
内
側
で
、

健
気
に
生
き
る
生
徒
た
ち

　　

39
年
間
の
学
校
現
場
で
特
に
重
視
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
毎
日
行
っ
て
き
た
生
徒

一
人
ひ
と
り
と
の
「
対
話
」
で
す
。
１
年
間
に
１

人
６
～
７
回
、
ク
ラ
ス
全
員
と
１
対
１
の
交
流
の

機
会
で
す
。
何
も
問
題
が
な
い
時
に
話
し
合
う
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

担
任
し
て
な
い
生
徒
と
は
、
主
に
授
業
ノ
ー
ト

で
の
対
話
で
す
。
多
い
時
で
毎
時
間
、
忙
し
い
時

で
も
週
１
回
、
提
出
さ
れ
た
授
業
ノ
ー
ト
に
は
個

人
的
な
悩
み
事
相
談
を
書
い
て
も
い
い
こ
と
に
し

て
い
ま
し
た
。
心
配
な
こ
と
、
進
路
、
恋
愛
関
係
、

友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
お
金
の
こ
と
、
特
に
い
じ

め
や
「
シ
カ
ト
」
が
あ
る
か
な
い
か
、今
「
障
害
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
困
難
と
感
じ
て
い
る
こ
と

等
、
生
徒
の
関
心
全
て
が
テ
ー
マ
で
す
。
親
以
外

の
大
人
と
、
自
分
の
生
き
方
、
人
生
を
語
り
合
う

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
今
の
状
況
で
は
、「
対
話
」

は
特
に
大
切
で
す
。
そ
の
後
は
、
で
き
る
だ
け
生

徒
の
思
い
や
願
い
を
具
体
的
な
行
動
で
援
助
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

・　

�

勉
強
が
で
き
な
く
て
赤
点
と
り
そ
う
な
と
き

は
、
危
な
い
教
科
の
先
生
に
頼
ん
で
対
策
講

座
を
開
く
。

・�　

�

い
じ
め
や
「
シ
カ
ト
」
を
う
け
て
し
ん
ど
い

思
い
を
し
て
い
る
生
徒
に
は
、
思
い
つ
く
限

り
の
解
決
策
を
講
じ
、
生
徒
が
孤
独
感
を
抱

か
な
い
よ
う
に
付
き
合
っ
て
い
く
。

・　

�

希
望
に
あ
っ
た
進
路
先
の
会
社
の
求
人
票
が

見
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
共
に
探
す
。

・�　

�

履
歴
書
の
志
望
動
機
が
書
け
な
け
れ
ば
、
サ

ン
プ
ル
を
示
す
。

等
で
す
。

　

毎
日
、
夕
方
５
時
か
ら
10
時
ま
で
休
み
無
く
弁

当
屋
で
バ
イ
ト
を
続
け
た
小
柄
な
生
徒
が
い
ま
し

た
。
母
親
は
糖
尿
病
で
働
け
ず
、
兄
も
仕
事
で
怪

我
を
し
て
以
来
「
ニ
ー
ト
」
状
態
、
父
親
は
商
売

に
失
敗
し
て
家
を
出
て
行
っ
た
き
り
。
祖
父
母
か

ら
の
援
助
と
、
彼
の
バ
イ
ト
代
８
～
９
万
円
が
家

族
の
生
活
費
で
し
た
。
就
職
先
を
一
緒
に
選
ん
で

い
る
時
の
こ
と
。
彼
は
自
分
の
希
望
す
る
調
理
師

で
な
く
、「
手
取
り
20
万
あ
れ
ば
家
族
が
な
ん
と

か
生
活
で
き
る
」
と
収
入
の
欄
ば
か
り
見
て
い
る

の
で
す
。
夢
で
あ
る
調
理
師
の
仕
事
を
選
ば
ず
、

「
オ
レ
は
生
き
て
い
け
れ
ば
い
い
か
ら
」
と
言
い

ま
す
。
目
の
前
に
い
る
こ
う
し
た
子
ど
も
に
対
し

て
、何
と
か
し
よ
う
と
動
く
の
は
教
職
員
と
し
て
、

大
人
と
し
て
の
最
低
限
の
「
責
任
」
で
す
。

　

生
徒
た
ち
と
の
「
対
話
」
後
は
、
同
僚
と
相
談

し
な
が
ら
で
き
る
限
り
共
同
行
動
を
と
り
、
他
の

教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
保
護
者
に
も
助
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
関
り
合
い
は
学
年
や
学

校
の
教
職
員
の
共
有
「
財
産
」
で
す
。
教
職
員
組

合
や
民
間
研
究
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
多
く
の
仲
間
と
学
び
合
い
、
行
動
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
知
り
合
っ
た
数
百
人
の
仲
間
が

い
た
か
ら
こ
そ
、退
職
後
の
地
域
で
の「
ア
ス
ポ
ー

ト
学
習
・
生
活
支
援
」
事
業
が
成
立
し
た
と
言
え

ま
す
。　

　
校
門
の
外
で
見
え
た
生
徒
た
ち
の
姿

⑴  「
ア
ス
ポ
ー
ト
学
習
・
生
活
支
援
」
の
要
は

家
庭
訪
問

　

定
年
後
の
２
０
１
０
年
か
ら
校
門
の
外
―
地
域

で
貧
困
世
帯
の
小
・
中
・
高
校
生
へ
の
学
習
・
生

活
支
援
事
業
を
行
っ
て
13
年
目
に
な
り
ま
す
。
埼

玉
県
で
「
ア
ス
ポ
ー
ト
学
習
・
生
活
支
援
事
業
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
事
業
は
、「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
」
に
基
づ
く
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学

習
・
生
活
支
援
事
業
で
す
。
費
用
は
国
と
県
、
各

市
が
全
額
負
担
し
て
い
ま
す
。
行
政
か
ら
の
事
業

を
受
託
す
る
た
め
に
「
彩
の
国　

子
ど
も
若
者
支
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援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
多
く
の
教
職
員
仲
間
、
福

祉
関
係
者
、
大
学
の
研
究
者
と
と
も
に
結
成
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
の
意
義
は
、
子
ど
も
の
貧
困
の

連
鎖
の
解
消
に
行
政
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
す
。
生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と
り
親

世
帯
、
就
学
援
助
世
帯
が
支
援
対
象
で
、
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

①�　

�

無
料
の
学
習
教
室
の
運
営
。
県
下
１
２
０
教

室
に
小
・
中
・
高
校
生
が
無
料
で
１
７
０
０

名
参
加
し
、
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で
、

大
学
生
・
元
教
員
・
社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

約
１
０
０
０
名
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。　

②�　

�

家
庭
訪
問
。
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
世
帯
、

虐
待
な
ど
課
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
２
０
０

０
世
帯
へ
延
べ
年
間
３
万
７
０
０
０
回
訪
問

し
て
い
ま
す
。　

③�　

�

学
習
教
室
で
の
食
事
提
供
、
体
験
、
イ
ベ
ン

ト
。
子
ど
も
食
堂
、
民
生
委
員
の
方
々
の
協

力
で
毎
週
５
０
０
食
の
提
供
の
他
、
野
外
合

宿
、
農
業
体
験
、
就
労
体
験
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

④�　

�

地
域
で
の
連
携
。
教
育
委
員
会
、
学
校
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、民
生
委
員
、

大
学
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
農
協
や
フ
ー
ド

バ
ン
ク
、
企
業
な
ど
食
材
提
供
を
し
て
く
れ

る
所
と
の
連
携
で
す
。　

　

子
ど
も
の
６
～
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
で
生

活
し
て
い
る
現
状
、
貧
困
の
連
鎖
は
大
き
な
社
会

的
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
法
」（
２
０
１
３
）、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

（
２
０
１
５
）
が
制
定
さ
れ
、
国
・
地
方
自
治
体

と
し
て
子
ど
も
の
貧
困
、
そ
の
連
鎖
の
解
消
を
目

指
す
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
。
家
庭
的
、
経

済
的
な
困
難
を
抱
え
た
世
帯
で
、
幼
少
期
か
ら
大

人
の
支
え
が
な
い
生
活
を
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち

は
、
深
刻
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。「
学
力
と

学
習
意
欲
の
低
さ
・
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
状
態

の
多
さ
（
一
般
世
帯
の
６
～
７
倍
）・
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
23
％
・
い
じ
め
被
害
・
Ｄ
Ｖ
、
ネ
グ
レ
ク

ト
・
相
談
相
手
が
い
な
い
孤
立
状
態
・
高
校
進
学

率
（
特
に
全
日
制
は
進
学
率
70
％
以
下
）、
大
学

等
へ
の
進
学
率
の
低
さ
」
等
で
す
。

　

私
た
ち
が
支
援
し
て
い
る
子
ど
も
の
多
く
は

「
貧
困
世
代
の
３
～
４
代
目
」
で
す
。
貧
困
状
態

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
の
は
、
子
ど
も
・
保
護
者
の

自
己
責
任
（
資
質
、
能
力
、
意
欲
）
で
は
解
決
し

ま
せ
ん
。
行
政
が
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

要
は
家
庭
訪
問
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
の
生
活
の
場
に
入
り
、
生
活
環
境
、「
空
気
」

を
肌
身
で
感
じ
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
抱
え
る

課
題
を
現
場
で
把
握
し
て
共
に
解
決
し
て
い
く
家

庭
訪
問
は
、
丁
寧
な
対
話
を
重
ね
、
信
頼
関
係
を

深
め
る
地
道
で
粘
り
強
い
取
り
組
み
で
す
。
こ
う

し
た
規
模
の
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
る
事
業
は
全

国
で
も
稀
で
、
厚
労
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

⑵ 

大
人
に
支
え
ら
れ
「
わ
か
ら
な
い
」
と
言
え

る
学
習
教
室

　

学
習
教
室
に
参
加
し
て
い
る
中
学
生
の
多
く

は
、
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
状
況
で
す

が
、
週
１
～
２
回
の
学
習
教
室
に
は
通
っ
て
き
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
学
習
教
室
に
参
加
す
る
理
由
を

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
て
も

い
い
場
だ
か
ら
」「
隣
に
教
え
て
く
れ
る
大
人
や

大
学
生
が
い
る
か
ら
」「
勉
強
が
で
き
な
く
て
も

馬
鹿
に
さ
れ
な
い
、
比
較
さ
れ
な
い
か
ら
」「
問

題
の
意
味
が
わ
か
っ
た
り
、
解
け
た
り
す
る
こ
と

が
嬉
し
い
か
ら
」「
仲
間
が
い
る
か
ら
」
と
対
話

や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
こ
た
え
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち

の
声
は
、
私
た
ち
に
次
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。

①�　

�「
わ
か
ら
な
い
」
と
質
問
す
る
力
は
「
生
き

る
力
」
に
つ
な
が
る
。

②�　

�

自
分
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
大
人
の
発
見

は
、
子
ど
も
た
ち
の
希
望
に
な
る
。

③�　

�

一
人
の
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
、
自
分
の
良
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さ
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
実
感
は
、
自
分
を

大
切
に
す
る
思
い
に
変
容
す
る
。

④�　
�「

わ
か
る
こ
と
」
の
嬉
し
さ
、
少
し
自
分
が

変
わ
っ
た
と
実
感
で
き
る
こ
と
は
、
世
界
が

広
が
り
見
通
し
が
持
て
て
、
学
び
に
向
か
う

力
が
蓄
積
さ
れ
る
。

⑤�　

�

仲
間
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
自
分

の
役
割
の
発
見
す
る
中
で
、「
共
感
」
す
る

力
が
育
つ
。

未
来
の
社
会
の
形
成
者
で
あ
る

子
ど
も
た
ち

　

半
世
紀
に
わ
た
る
校
門
の
内
と
外
で
の
実
践
の

土
台
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
国
憲
法
（
13
条

個
人
の
尊
厳
、25
条
教
育
権
）と
47
教
育
基
本
法「
教

育
は
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
平
和
的
な
国
家

及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛

し
、
個
人
の
価
値
を
た
つ
と
び
、
勤
労
と
責
任
を

重
ん
じ
、
自
主
的
精
神
に
充
ち
た
心
身
と
も
に
健

康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

あなたがこの教室に参加してみて「自分が変わったな」
と思うところはどんなところですか。

《自由記述より（自分自身に関する変化）》
　
・性格が明るくなった。よく笑うようになった。
・�１週間の終わりが楽しくなった。（※金曜日の教室
に参加）
・�自分が何事にも挑戦する意識が変わったと思います。
・将来のことについて深く考えるようになった。
・次の事を考え目標がたてられるようになった。
・あきらめずにできるようになった。
・無闇に「わからない」と言わなくなったところです。
・日本語がしゃべられるようになった。

ら
な
い
」
で
す
。
１
９
９
０
年
代
か
ら
の
社
会
全

体
に
持
ち
込
ま
れ
て
新
自
由
主
義
の
教
育
政
策
は
、

憲
法
と
47
教
育
基
本
法
の
否
定
で
す
。
現
場
で
は

競
争
と
管
理
教
育
の
徹
底
で
あ
り
、
人
間
の
評
価

を
「
金
だ
け
、
今
だ
け
、
自
分
だ
け
」
に
貶
め
る

中
身
で
す
。
そ
れ
ら
か
ら
生
徒
た
ち
を
守
る
た
め

の
実
践
を
貫
い
て
き
た
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

　

人
間
は
「
自
分
で
自
分
の
歴
史
を
創
る
」
存
在

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
人
生
の
座
標
軸
を

「
互
い
に
支
え
合
う
、
平
和
と
民
主
主
義
を
大
切

す
る
」
―
そ
の
こ
と
が
未
来
の
社
会
の
形
成
者
と

し
て
な
に
よ
り
大
切
だ
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

この教室に来るようになって、
学校の授業がわかるようになった

よくあてはまるよくあてはまる
40％40％

まああてはまる
43％

あまりあてはまらない

11％

まったくあてはまらない4％
その他2％

8 割以上の子どもがこの教室に来るようになって
学校の授業の理解度が向上したと答えている


